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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
電磁誘導調理器具の外周域に、斜め上方に向く吹き出し孔を当該調理器具の外周に沿う同
一方向に指向させて複数配設し、上記各吹き出し孔からの噴出空気により、上記電磁誘導
調理器具の加熱調理位置を中心とする上方への渦状空気流を生成するように構成し、上記
各吹き出し孔は、噴出空気の吹き出し方向を上下および左右に可変可能に構成されている
ことを特徴とする電磁誘導調理器具における換気補助装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は飲食施設の厨房や家庭の台所で使用される電磁誘導調理器具に係り、詳しくは
電磁誘導調理器具による加熱調理時に発生する熱気や煙を効率よく排出するための換気補
助装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、厨房や台所では、都市ガス、プロパンガスなどを熱源とする加熱調理器具として
ガスレンジが設置され、該ガスレンジの上方に排煙フードや換気扇を設けて、調理時に発
生する熱気や燃焼煙、臭気を屋外に排出するようにした換気装置が一般に知られている。
【０００３】
そして、上記換気装置の排出機能を向上させるために、四周枠状に形成した排煙フード本
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体の四隅から送風管をそれぞれ吊り下げ、この送風管から噴出される空気によりエアカー
テンを形成したり、また、換気扇に相当する吸気装置の本体に送風機を内蔵し、この送風
機に通ずる吸気口よりも外方位置における本体の適所に送風口を複数設け、これらの送風
口から吸気口の吸気方向に対して斜め反対方向に送風することにより、送風作用で生ずる
回転力と吸気装置の吸引力との相乗作用で、吸気口付近の空間に吸気口に向かう回転収束
気流を生成するようにしたものが提案されている。
【特許文献１】特開平７－２０８７８６
【特許文献２】特開平７－３３２７２５
【０００４】
一方、今後一般家庭にも普及する可能性が高いものとして電磁誘導加熱調理器具があり、
新築マンションの厨房設備としてこれを標準装備するものが計画されるに至っているのが
現状であるが、このような電磁誘導加熱調理器具の普及の理由としては、家庭用商用電源
として２００Ｖを引き込むことが通常的に行われ、また家屋内配線の許容電流容量が１５
Ａとなる等の規制緩和を背景に、比較的消費電力が大きいものの、裸火を扱わず安全でし
かも高い熱効率が容易に得られる電磁誘導調理器具が家庭に入り易くなったことが挙げら
れる。
【０００５】
しかしながら、換気装置の排出機能を向上を目的とする前記した従来提案の構成では、都
市ガス、プロパンガスなどを熱源とする加熱調理器具の使用が前提となっているため、上
記電磁誘導調理器具による加熱調理時には、その排出機能効果が得られにくいことが知見
されている。
【０００６】
すなわち、ガスを熱源とする加熱調理時には、当該加熱調理位置において、燃焼ガスの強
力な火力により熱せられた空気が上方へ向かう大きな対流が生じ、この対流空気を介して
熱気や燃焼煙、臭気が上方に誘導されることになるが、電磁誘導調理器具による加熱調理
は、その動作原理が高周波交流電流で発生させた磁束内に、金属製の鍋、フライパン等の
被加熱物を載置することにより生じた誘導作用の誘導加熱を受けて非接触で加熱する、と
いう加熱原理によるものであるから、加熱調理位置における空気の対流が起こりにくく、
これを利用した熱気や燃焼煙、臭気の上方への誘導がほとんど期待できないため、従来提
案の構成のものでは、電磁誘導調理器具の使用で発生した熱気や燃焼煙、臭気を換気装置
の排出位置まで効率良く誘導することができない、という改善の余地を残すものであった
。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記の如き実状に鑑み従来の換気装置および換気装置の排出機能を補助する
装置の性能向上を追究する研究、開発の過程で創案されたものであって、その目的とする
ところは、電磁誘導調理器具の加熱調理時においても、発生した熱気や燃焼煙、臭気を換
気装置の排出位置まで効率良く誘導することができ、当該電磁誘導調理器具の持つ長所、
機能特性を十分に引き出すことができる電磁誘導調理器具における換気補助装置を提供し
ようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　課題を解決するため本発明が採用した第１の技術手段は、電磁誘導調理器具の外周域に
、斜め上方に向く吹き出し孔を当該調理器具の外周に沿う同一方向に指向させて複数配設
し、上記各吹き出し孔からの噴出空気により、上記電磁誘導調理器具の加熱調理位置を中
心とする上方への渦状空気流を生成するように構成し、上記各吹き出し孔は、噴出空気の
吹き出し方向を上下および左右に可変可能に構成されていることを特徴とするものである
。
【発明の効果】
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【００１０】
したがって本発明によれば、調理中に発生する熱気や燃焼煙、臭気などは、加熱調理位置
を中心とする上方への渦状空気流ととともに迅速に上方に誘導案内され、換気装置に補集
された後に屋外に排出されるので、台所の加熱調理位置付近に滞留あるいは充満すること
がなく、快適な台所の使用環境を保持することができる。
【００１１】
また、換気補助装置を構成する各吹き出し孔からの噴出空気は、その吹き出し方向が上下
および左右に可変可能であるので、調理に使用する鍋、フライパン等の調理器の大小形状
の違いや、「煮る」「炒める」「焼く」などの調理内容に応じて最適な上方への渦状空気
流を任意に調整することができ、多様な使用形態を可能とすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明の最良の実施の形態を、添付図面に基づいて詳細に説明する。
　図１において、１は本発明の換気補助装置であって、該換気補助装置１は、台所２を構
成する調理台３の上面に載置固定された電磁誘導調理器具４の外周域に、斜め上方に向く
吹き出し孔５を当該調理器具４の外周に沿う同一方向に指向させた空気噴出部６、６…を
複数配設して換気補助装置１が構成されている。
【００１３】
また、上記電磁誘導調理器具４の上方に位置する天井２ａには排煙フード７が配設されて
おり、電磁誘導調理器具４の加熱調理面４ａに鍋等の被調理器具８を載置して加熱調理を
行う際、これに伴って発生する熱気や燃焼煙、臭気を、上記排煙フード７に連接された図
示しない排気ダクトおよび換気扇を介して屋外に排出するようになっている。
【００１４】
上記空気噴出部６、６…は、図２および図３に示すように、調理台３の下方に位置して配
設された四周枠状の空気供給パイプ９から、それぞれの配設位置で立ち上がる分岐パイプ
１０の上端部に、開口面１１ａを有する接続パイプ１１を水平回動自在に連接すると共に
、上記接続パイプ１１に基端側を枢支した回動パイプ１２の開口端部１２ａに吹き出し孔
５を形成して空気噴出部６が構成されており、上記吹き出し孔５からの噴出空気の吹き出
し方向Ｘを上下および左右に可変可能とするようになっている。
　なお、１３は空気供給パイプ９に接続されて空気を供給する圧縮空気ポンプである。
【００１５】
本発明は叙上の如く構成されているから、電磁誘導調理器具４の加熱調理面４ａに鍋等の
被調理器具８を載置して加熱調理を行う場合には、先ず各空気噴出部６、６…の吹き出し
孔５、５…を、図２、図４に示すように、斜め上方に向かせた状態でそれぞれが反時計方
向に指向するように回動および上下動の調整を行い、その後に圧縮空気ポンプ１３を駆動
すると、空気供給パイプ９を介して供給された空気が各空気噴出部６、６…の吹き出し孔
５、５…から吹き出し方向Ｘに向けて噴出され、図４に示すような加熱調理面４ａを中心
とする上方への渦状空気流Ｙが生成されることになる。
【００１６】
したがって、上記加熱調理面４ａに載置した被調理器具８の加熱調理中において発生した
熱気や燃焼煙、臭気は台所２内で拡散することがなく、当該渦状空気流Ｙによって上方に
誘導され、電磁誘導調理器具４の上方に位置する天井２ａに設けた排煙フード７から、こ
れに連接された図示しない排気ダクトおよび換気扇を通って屋外に効率良く排出されるの
で、従来のように、熱気や燃焼煙、臭気が台所２の調理台３近傍で充満あるいは滞留する
ことなく、快適な台所２の使用環境を保持することができる。
【００１７】
また、各吹き出し孔５、５…からの噴出空気は、その吹き出し方向Ｘが上下および左右に
可変可能であるので、調理に使用する鍋、フライパン等の被調理器具８の大小形状の違い
や、「煮る」「炒める」「焼く」などの調理内容に応じて最適な上方への渦状空気流Ｙを
任意に調整することができ、多様な使用形態を可能とすることができる。
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【００１８】
図５は、前述の換気補助装置１に代えて移動可能な可搬式換気補助装置１´として構成し
た場合を示すものであって、該可搬式換気補助装置１´は、食卓、座卓等のテーブルＡに
載置して使用する電磁誘導調理器具１４の外周域に、斜め上方に向く吹き出し孔１５を同
一方向に指向させた空気噴出部１６、１６…を四周枠状の空気供給パイプ１７に接続して
構成され、かつ当該空気供給パイプ１７に圧縮空気を供給する可搬型の携帯空気ポンプ１
８を接続パイプ１９、１９を介して接続し、上記携帯空気ポンプ１８の空気調整ツマミ２
０のスライド調整で吹き出し孔１５からの噴出空気量を調整するようになっており、上記
吹き出し孔１５からの噴出空気の吹き出し方向Ｘを上下および左右に可変可能とする構成
であることは前記と同様である。
【００１９】
したがって、上記電磁誘導調理器具１４の加熱調理面１４ａに載置した被調理器具として
の蓋付き鍋２１の加熱調理中において、熱気や燃焼煙、臭気が発生してもテーブルＡを配
設した室内でこれらが拡散することがなく、可搬式換気補助装置１´で発生させた渦状空
気流Ｙによって熱気や燃焼煙、臭気は上方に誘導されるので、図示しない室内の窓を開放
したり、あるいは設置されている換気扇を通して屋外に効率良く熱気や燃焼煙、臭気を排
出することができ、されるので、従来のように、熱気や燃焼煙、臭気が室内に充満するよ
うなこともなく、蓋付き鍋２１を囲んでの食事を快適に行うことができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の換気補助装置の全体斜視図である。
【図２】換気補助装置の全体平面図である。
【図３】（ａ）は空気噴出部の平面図、（ｂ）は同側面図である。
【図４】換気補助装置と排煙フードとの間に生成された渦状空気流を示す作用説明図であ
る。
【図５】（ａ）は電磁誘導調理器具の全体斜視図、（ｂ）は可搬式換気補助装置の使用状
態を示す作用説明図である。
【符号の説明】
【００２１】
４　　　電磁誘導調理器具
５　　　吹き出し孔
Ｙ　　　渦状空気流
１　　　換気補助装置



(5) JP 4366236 B2 2009.11.18

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(6) JP 4366236 B2 2009.11.18

【図５】



(7) JP 4366236 B2 2009.11.18

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開昭６３－２９７９５２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－１２５２３６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０２－１９５１４０（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開昭６２－１９２１４１（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０５Ｂ　　　６／１２　　　　
              Ｆ２４Ｃ　　１５／２０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

